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Between Urakami’s Holocaust and Fukushima’s Catastrophe 
Jun SUGAWARA 
Abstract
Takashi Nagai insists that the atomic bomb exploding over Urakami Cathedral in Nagasaki is the notice of the 
providence leading to the end of World War Ⅱ. Hitoshi Motoshima supports Urakami’s Holocaust theory by the 
assistance of Masaru Fukabori’s memoir in Job in Ground Zero. Accounting for the thought of Günther Anders, we can 
assert that the atomic bomb and Fukushima’s catastrophe which the Promethean shamefulness (feeling ashamed of 
one’s incompleteness in the face of the complete works that one has produced) produces crushes the humanism that has 
brought up this shamefulness over many years. 
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１．はじめに 
 改めて言うまでもないことだが、2011 年 3 月 11
日に発生した東日本大震災では、巨大地震のみなら
ずこれにともなう大津波や原発事故が相俟って、お





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『シェリング年報』第 21号、2013年、27~ 28頁）。 
xxiv 青木前掲訳書、262頁。 
xxv 同書、264～265頁。 
xxvi 同書、386頁。 
xxvii 篠原前掲訳書、114～115頁。 
xxviii 同書、95頁。 
xxix 同書、10頁。 
xxx 平野前掲書、140頁。 
xxxi このことはユダヤ系の哲学者であるバーンスタインが、
アーレントがカントの提唱した「根源悪」を「悪の陳腐さ」
として捉えるのとは別次元の悪論の展開を示唆するもの
である（阿部ふく子他訳『根源悪の系譜－カントからアー
レントまで－』法政大学出版局、2013年、366～368頁）。。 
xxxii 『橋川文三著作集 5』筑摩書房、1985年、194～195
頁。 
xxxiii これとはだいぶ印象が異なるが、新進気鋭の社会学
者である古市憲寿が近著のなかで人気女性アイドルグル
ープももいろクローバーＺとの座談会で、平成生まれの女
性の歴史認識を語らせているが（『誰も戦争を教えてくれ
なかった』講談社、2013年、294～323頁）、歴史に「素人」
な人間の歴史語りに耳を傾ける点で古市の姿勢は、本島に
とっての深堀や橋川にとっての末松のような意味を有す
るものとして、高く評価されるべきではないだろうか。 
[付記]本稿脱稿後、長崎新聞の森永玲氏の仲介により本島
等氏本人と面会し、本島氏から直接自らの発言の真意を確
認することができた。本島氏および、私のために面会の段
取りをつけてくださった森永氏に心から御礼を申し上げ
たい。 
